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ミナミテナガエビは小笠原諸島に分布するのか？

Reassessment of the inclusion of the Ogasawara (Bonin) Islands in the distribution range of 
Macrobrachium formosense

福家悠介 1, *・竹下文雄 2・小松浩典 3

Yusuke Fuke, Fumio Takeshita, and Hironori Komatsu

Abstract: Macrobrachium formosense Spence Bate, 1868 

is a freshwater prawn with an amphidromous life history. 

Although the species is widely distributed across Japan, there 

is no consensus on whether its distribution range includes the 

Ogasawara (Bonin) Islands, as previous studies have reported 

conflicting information. Here, we reexamined the species’ oc-

currence in the Ogasawara Islands through literature and mu-

seum specimen surveys. We found no confirmed records of 

the species based on specimens from the region. The earliest 

reference was by Balss (1914) based on the collection from 

the Museum Tokio. However, there was no robust evidence 

that the museum's collection included M. formosense speci-

mens from the Ogasawara Islands. Given the absence of re-

cent records and the lack of verifiable historical specimens, 

we conclude that it is inappropriate to include the Ogasawara 

Islands within the distribution range of M. formosense.

Key Words: distribution record, Macrobrachium formo-
sense, Ogasawara Islands

はじめに

ミナミテナガエビMacrobrachium formosense Spence 

Bate, 1868はテナガエビ科の淡水甲殻類の一種で，

幼生期を海で過ごす両側回遊型の生活史を持つこと

から（諸喜田，2019），高い分散力をもつと想定さ

れる．実際に，本種の分布は本州から琉球列島，韓

国，台湾，中国と広域に及んでいる（Holthuis, 

1950; 上田，1970; Li et al., 2007）．文献によっては，

本種の分布域には小笠原諸島が含まれる（例えば，

豊田，2019）．第一著者は小笠原諸島において淡水

エビ類の調査を2024年から実施しているが，本州

や琉球列島では普通種である本種が当該地域には全

く見られないことから，小笠原諸島における本種の

分布に疑念を抱いた．そこで，小笠原諸島における

過去の生息調査結果や文献情報を精査し，本種が当

該地域に分布するという根拠について再検討した．

材料および方法

まず，小笠原諸島において淡水エビ類の生息調査

を実施した文献を精査し，ミナミテナガエビが当該

地域から報告されているか確認した．次に，ミナミ

テナガエビを小笠原諸島から報告した文献および本

種の分布に小笠原諸島を含む文献について調査し

た．続いて，上記の文献調査によって，小笠原諸島

産のミナミテナガエビが収蔵されている可能性が示

唆された国立科学博物館および北九州市立自然史・

歴史博物館の2館において標本調査を行った．小笠

原諸島から得られた未同定のテナガエビ属標本につ
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いては形態形質に基づく再同定を行った．

結 果

小笠原諸島において淡水エビ類の生息調査を実施

した文献を精査した結果，小笠原諸島からは2科5

属8種の淡水エビ類が報告されており（Stimpson, 

1860; Ooishi, 1970; Suzuki, 1972; 倉田ら，1975; 佐竹・

上野，2001; 吉郷，2002; Cai et al., 2006; 佐竹，2012; 

Satake & Ueno, 2013; 吉成ら，2014; 東京都小笠原支

庁，2017），その中にミナミテナガエビは含まれて

いないことが示された（Table 1）．なお，上記の種

数の計算においては，分類が安定しておらず実態が

明らかでないテッポウエビ科は除外した他，福家・

佐々木（2025）に従って，「コテラヒメヌマエビ

Caridina celebensis De Man, 1892」の記録はすべてヒ

メヌマエビCaridina serratirostris De Man, 1892とし

て扱った．

ミナミテナガエビを小笠原諸島から報告した文献

を探索したところ，そうした文献は確認できなかっ

た．続いて，本種の分布に小笠原諸島を含む文献に

ついて調査した結果，そのような文献が7つ認めら

れた（Holthuis, 1950; 久保，1973; 三宅，1977, 1982; 

Shy & Yu, 1998; 豊田・関，2014; 豊田，2019）．この

うち，久保（1973）は三宅貞祥が加筆したもので

あった．初出と思われるHolthuis (1950)では，ミナ

ミテナガエビの小笠原諸島産標本は検討しておら

ず，文献に基づく記録として，“Ogasawara, Bonin 

Islands (Balss, 1914)”をリストしている．Balss (1914)

はPalaemon longipes De Haan, 1849（M. formosense

のシニアシノニムであるが，現在は無効名）につ

いて，小笠原諸島産標本は検討していないものの，

文献記録として“Ogasawara-Inseln (Liu-Kiu-Inseln) 

Museum Tokio”とリストしていた．帝国博物館（＝

Museum Tokio, 現在の東京国立博物館の前身）の

1914年以前に出版された動物標本目録には，Palae-

mon属（現在のテナガエビ属Macrobrachiumにあた

る）として2ロットがリストされており，それぞれ

淀川の“Palaemon sp. (longipes, De Haan.)”と小笠

原島の“Palaemon sp.”であった（石川・岩川，

1891）．「小笠原島」は小笠原諸島の意である．1891

年から1914年の間に入手可能な帝国博物館の甲殻

類標本目録はないものと思われた．そこで，現在の

国立科学博物館に収蔵されている1914年以前の小

笠原諸島産のテナガエビ属標本を確認したところ，

1889年に旧博物館から移管された採集日不明のロッ

Table 1.　List of freshwater palaemonid and atyid shrimps recorded from the Ogasawara (Bonin) Islands．

Japanese name Species

Tokyo 
Metropolitan 
Ogasawara 

Islands 
Branch 
Office 
(2017)

Yoshinari 
et al. 

(2014)

Satake 
& 

Ueno 
(2013)

Satake 
(2012)

Cai 
et al. 

(2006)

Yoshigou 
(2002)

Satake 
& 

Ueno 
(2001)

Kurata 
et al. 

(1975)

Suzuki 
(1972)

Ooishi 
(1970)

Stimpson 
(1860)

ミナミテナガエビ Macrobrachium 
formosense

ヒラテテナガエビ Macrobrachium 
japonicum

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

コンジンテナガエビ Macrobrachium 
lar

◯ ◯

オガサワラコテナガ
エビ

Palaemon 
ogasawaraensis

◯ ◯ ◯ ◯**

ミナミオニヌマエビ Atyoida pilipes ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯*****

ヤマトヌマエビ Caridina 
multidentata

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ヒメヌマエビ Caridina 
serratirostris

◯* ◯ ◯* ◯* ◯ ◯ ◯

トゲナシヌマエビ Caridina typus ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

オガサワラヌマエビ Paratya 
boninensis

◯ ◯ ◯ ◯ ◯*** ◯****

* Reported as Caridina celebensis; ** as Palaemon pacificus; *** as Paratya compressa; **** as Caridina japonica; ***** as 
Caridina acuminata.
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ト（NSMT-Cr 1417, 1490; 旧番号Cr 238）と1901年

12月に採集されたロット（旧番号Cr 402）が台帳に

認められ，いずれも当初はPalaemon longipesと扱わ

れていた．このうち前者のロットは，石川・岩川

（1891）にリストされたものと同物と思われるが，

近年ヒラテテナガエビM. japonicum (De Haan, 1849)

と再同定されており，本研究でも本種の特徴に合致

することが確認できた（Fig. 1）．後者のロットは現

物を確認することができなかった．以上のことか

ら，帝国博物館に小笠原諸島産のミナミテナガエビ

が収蔵されていたという事実は確認できなかった．

和文の文献においては，久保伊津男および三宅貞

祥がミナミテナガエビの分布域に小笠原諸島を含め

たのが始まりであった．このうち，久保について

は，三宅の加筆があった久保（1973）以外では，小

笠原諸島への言及が見られない (Kubo, 1940, 1941)．

そこで，三宅貞祥が小笠原諸島産の証拠標本を有し

ている可能性を考え，北九州市立自然史・歴史博物

館に収蔵されている三宅コレクションの調査を行っ

た結果，小笠原諸島産のテナガエビ属標本が1ロッ

ト確認された．このロットには1938年7月8日に池

田隼人が小笠原諸島弟島で採集したテナガエビ属未

同定種（ラベル：Macrobrachium boninensis (Stimp-

son)?）が4個体含まれていた（KMNH IvR 100026–

100029）．これらの標本は，額角の先端が第1触角

柄部第3節に達し，触角鱗の先端には達しないこ

と，掌部が腕節より長いこと，額角歯式が4－5＋

6/2 (n＝3)であることからヒラテテナガエビと同定

された（豊田・関，2014; 豊田，2019）（Fig. 2）．現

在，M. boninensis Stimpson, 1860はM. japonicumの

ジュニアシノニムとされている (Holthuis, 1950)．し

たがって，北九州市立自然史・歴史博物館所蔵の三

宅コレクションには小笠原諸島産のミナミテナガエ

ビは含まれていなかった．

Fig. 1. Macrobrachium japonicum collected from Ogasawara (Bonin) Islands, Tokyo, Japan (NSMT-Cr 1417). This 
specimen was collected from the Ogasawara Islands by at least 1889 and stored in the Imperial Museum (Museum 
Tokio). It was then transferred to the National Museum of Nature and Science, Tokyo, where it is currently kept．
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考 察

本研究による文献および博物館標本調査によっ

て，ミナミテナガエビが小笠原諸島に分布する確固

たる証拠は存在しないことが示唆された．本種の分

布域に小笠原諸島を含む文献は，Balss (1914)を根

拠としていた（Holthuis, 1950; 久保，1973）．Hein-

rich Balssは，ミナミテナガエビに当時適用されて

いた学名である“Palaemon longipes”とラベルされ

た帝国博物館所蔵の小笠原産標本の情報を，その入

手経路は不明だが，標本台帳や石川・岩川（1891）

から得て，当該地域に本種が分布すると考えたもの

と思われた．本研究によって，Balss (1914)が分布

の根拠としたと思われる標本はヒラテテナガエビで

あることが明らかとなり，本文献の情報は誤りであ

ることが示唆された．一方，三宅貞祥がミナミテナ

ガエビの分布に小笠原諸島を含んだ根拠については

明らかにならなかった．三宅も他の文献と同様に，

Balss (1914)またはHolthuis (1950)の記述を参考にし

たのかもしれない．近年の調査において小笠原諸島

からミナミテナガエビが確認されていないことおよ

び歴史的に確かな標本記録が得られていないことを

考慮するに，現状では本種の分布域に小笠原諸島を

含めるのは妥当ではないと結論付けられる．

ミナミテナガエビは両側回遊性の生活史をもつた

め（諸喜田，2019），小笠原諸島への稀な分散が生じ

ている可能性は否定できない．しかしながら，より

長い浮遊幼生期をもつザラテテナガエビM. australe 

(Guérin-Méneville, 1838)やコツノテナガエビM. latimanus 

(von Martens, 1868) などのテナガエビ類が小笠原諸島

に出現しないことから (Ito et al., 2002, 2006), 小笠原

諸島には他の地域からの移動分散を阻む地理的隔離

があるのは間違いなく，ミナミテナガエビもこの障

壁を超えられないのではないかと思われる．偶発的

な移住を検出するためには，小笠原諸島の陸水域に

おける継続的な生息調査が重要である．
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Fig. 2. Macrobrachium japonicum collected from Ogasawara (Bonin) Islands, Tokyo, Japan (KMNH IvR 100026–
100029). These four individuals are the only specimens of the genus Macrobrachium collected from the 
Ogasawara Islands in the Sadayoshi Miyake Collection housed at the Kitakyushu Museum of Natural History and 
Human History．
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